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自己紹介自己紹介
•• 氏名　畠山拓也氏名　畠山拓也

•• 年齢　２０歳　（１９８７年４月１９日生まれ）年齢　２０歳　（１９８７年４月１９日生まれ）

•• 出身地　北海道旭川市　育ち　埼玉県浦和市出身地　北海道旭川市　育ち　埼玉県浦和市

•• 経歴経歴
さいたま市常盤中学校→私立川越東高等学校さいたま市常盤中学校→私立川越東高等学校
→私立明治大学→私立明治大学

•• 趣味　趣味　LIVELIVE参戦　　ギター　　バスケットボー参戦　　ギター　　バスケットボー
ル（中高部活で励みました）ル（中高部活で励みました）

•• 好きなクラブチーム　浦和レッズ好きなクラブチーム　浦和レッズ

•• 得意科目　数学　物理得意科目　数学　物理
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私達はゼミの活動のひとつに、ある本を一人私達はゼミの活動のひとつに、ある本を一人
ひとり分担して要約し、その内容を発表するとひとり分担して要約し、その内容を発表すると
いう活動を行いました。いう活動を行いました。

私が説明させていただくのはその活動の一部私が説明させていただくのはその活動の一部
である、である、

「イノベーションのジレンマ　－技術革新が巨「イノベーションのジレンマ　－技術革新が巨
大企業を滅ぼすとき」大企業を滅ぼすとき」

クレイトン・クリステンセン（著）についてです。クレイトン・クリステンセン（著）についてです。
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この本の内容を少しだけ紹介させて頂きます。この本の内容を少しだけ紹介させて頂きます。
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ある業界を支配している企業ある業界を支配している企業

↓↓

衰退衰退

原因・・・「破壊的技術」原因・・・「破壊的技術」
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「「破壊的技術破壊的技術」とは・・・」とは・・・

短期的には製品の性能を「引き下げる」という短期的には製品の性能を「引き下げる」という
効果を持つイノベーションである。効果を持つイノベーションである。

通常は低価格、シンプル、小型で、使い勝手が通常は低価格、シンプル、小型で、使い勝手が
よい場合が多いのである。よい場合が多いのである。
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企業は競争相手より優れた製品を提供し、価企業は競争相手より優れた製品を提供し、価
格と利益率を高めよう努力する。格と利益率を高めよう努力する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓↓　　結果結果

顧客が対価を支払おうと思う以上のものを提供顧客が対価を支払おうと思う以上のものを提供
してしまうことがあるしてしまうことがある 。。
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　　　　失敗の構造失敗の構造
安定した企業が破壊的技術に積極的に投資する安定した企業が破壊的技術に積極的に投資する

のは合理的でないと考えることのは合理的でないと考えること 。。

　３つの根拠　３つの根拠
１、１、破壊的技術の方が、シンプルであり利益率破壊的技術の方が、シンプルであり利益率
も低いのが通常であることも低いのが通常であること

２、破壊的技術が最初に商品化されるのは新し２、破壊的技術が最初に商品化されるのは新し
い市場もしくは小規模な市場であることい市場もしくは小規模な市場であること

３、大手企業にとって収益性の高い顧客は破壊３、大手企業にとって収益性の高い顧客は破壊
的技術を利用した商品を求めず、また使えない的技術を利用した商品を求めず、また使えない

　ということ　ということ
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失敗につながる他の原因失敗につながる他の原因

これまでの顧客による束縛にいつまでも対応すこれまでの顧客による束縛にいつまでも対応す
ることばかり考えて、新規市場への積極的参入ることばかり考えて、新規市場への積極的参入

をためらったをためらった。。
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優良企業と呼ばれる企業というものはあらゆる持続的優良企業と呼ばれる企業というものはあらゆる持続的
イノベーションには積極的な姿勢をとったイノベーションには積極的な姿勢をとった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BUTBUT
持続的持続的イノベーションイノベーションを取り入れ、企業が巨大化したこを取り入れ、企業が巨大化したこ
とによって顧客に縛られるという問題が発生とによって顧客に縛られるという問題が発生。。

市場では新規市場が生まれ技術が発達していく、が市場では新規市場が生まれ技術が発達していく、が
大手企業は顧客に縛られ、新技術を取り入れたくても大手企業は顧客に縛られ、新技術を取り入れたくても
取り入れることができないというジレンマに陥取り入れることができないというジレンマに陥る。る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果結果

　　　　　　新規参入企業によりその地位を追われる新規参入企業によりその地位を追われる
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破壊的イノベーションに直面した時に上手く機破壊的イノベーションに直面した時に上手く機
能しないからといって、主流市場で企業を成功能しないからといって、主流市場で企業を成功
に導いてきた能力、組織構造、意見決定プロセに導いてきた能力、組織構造、意見決定プロセ

スを捨てる必要は無い。スを捨てる必要は無い。
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最後に最後に
企業企業マネージャーはまず、マネージャーはまず、持続的技術持続的技術とと破壊的破壊的
技術技術の需要の衝突がどのようなものかを理解の需要の衝突がどのようなものかを理解
する必要がある。する必要がある。
次に、各組織の市場での地位、経済構造、開次に、各組織の市場での地位、経済構造、開
発能力、価値が、顧客の力と調和し、持続的イ発能力、価値が、顧客の力と調和し、持続的イ
ノベーションと破壊的イノベーションという全く異ノベーションと破壊的イノベーションという全く異
なる仕事を邪魔せず、支援する環境をつくり出なる仕事を邪魔せず、支援する環境をつくり出

す必要があるす必要がある。。 　　　　　　　　　　　　　　
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イノベーションのジレンマを読んでイノベーションのジレンマを読んで
の感想とまとめの感想とまとめ

•• この要約をして、思ったことは先生が企業のこの要約をして、思ったことは先生が企業の
社長ということもあり、経営理論を学ぶことが社長ということもあり、経営理論を学ぶことが
できたと思います。ほかの授業はどうすればできたと思います。ほかの授業はどうすれば
企業は成功するのかという方面が多いです企業は成功するのかという方面が多いです
が、この本はその逆で、どういった場合に失が、この本はその逆で、どういった場合に失
敗するのかという方向から企業経営を学ぶこ敗するのかという方向から企業経営を学ぶこ
とができました。これらの内容は私たちが起とができました。これらの内容は私たちが起
業するか否かに限らず、個人の能力向上に業するか否かに限らず、個人の能力向上に
非常に役立つ内容だったと思います。非常に役立つ内容だったと思います。
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このような能力を大学の講義内で学ぶことを期このような能力を大学の講義内で学ぶことを期
待することは非常に難しいことと思います。待することは非常に難しいことと思います。

発表は以上です。発表は以上です。
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御静聴ありがとうございました。御静聴ありがとうございました。
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